















































仙台城二の丸北方武家屋敷跡第5次調査地点 (BK5)   1989年6月12日～6月15日













(動 昆虫 :保谷忠良 (仙台市立図南萩陵高等学校)
これ以外の本文執筆の分担は、以下の通りである。
第 I章、第Ⅱ章 1・ 2、 第H章4(2)、第Ⅲ章 1・ 3・ 5、 第Ⅳ章、第V章:藤沢敦
第H章3、 第H章4はX第Ⅲ章4:菊池佳子
第H章4(1)。は)～(6)、第Ⅲ章 2、 第Ⅵ章 :関根達人
6。 発掘調査および整理・報告書作成にあたっては、以下の方々や関係機関から御指導 。御協
力を賜った。記して感謝申し上げる (敬称略)。
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Tab.l  Excavations on the campus in he fiscal year 1989
種 類 調 査 地 点 原 因 調査期間 面積 時期
本 調 査 仙台城二の丸跡第5地点(NM5)第4次調査 附属図書館本館増築(排水管設置) 3/9～4/28110nギ?
仙台城北方武家屋敷地区第5地点(BK5)教養部学生実験棟昇降機取設 6/12～6/1540m2近世
町西遺跡第1地点(KWl) 農学部附属川渡農場宿泊施設新営 5/8～5/25300m2弥生
試掘調査 仙台城二の丸跡第9地点(NM9) 文・法学部研究棟新営 6/29～7/26260∬近世
理学部数理科学記念館地点 理学部数理科学記念館新営 8/8～8/3151m2
工学部生物化学工学科地点 工学部生物化学工学科新営 9/20～10/441∬
声の口遺跡第2地点(TM2) 電子ライナック施設新設計画 10/23～■/22300コr 縄文
立会調査 仙台城二の丸跡中善通り地点 道路擁壁取設 9/30 15∬
工学部情報工学科テニスコー ト地点 テニスコー ト擁壁取設 50m2
理学部超高圧発生実験室地点 理学部超高圧発生実験室新営
1仙 台 城 址
2 青棄山遺跡A地点
Ruin of Sendai Casde
Aobayanla Site Loc A
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Lab of Nuclear Science
図1 東北大学と周辺の遺跡
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図2 仙台城と二の丸の位置
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― 図4 青棄山地区調査地点
































































10YR6/6 明黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中
10YR6/6 明黄褐色 粘土質ンル ト 粘4生中 しまり中 511m以下の岩片をわずかに含む
7 5YR5/6 明褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 lm以下の岩片をわずかに含む 愛島軽石の風化層
10YR7/6 橙色 粘上質シルト 粘性中 しまり中 l cm以下の岩片を多量含む やや風化した愛島軽石層
10YR5/8 黄褐色 粘上質シル ト 粘性中 しまり中 l cm以下の岩片をわずかに含むa 5YR4/8 赤褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり強 2 md以下のマンガン粒を多量含む 赤色風化層b 75YR5/8 明褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 2 mm以下のマンガン粒を多量含む わずかに赤色風化C 10YR6/6 明黄褐色 粘土 粘性強 しまり中 5 mm以下のマンガン粒を多量含む 金体として白色粘土化a 10YR5/6 黄褐色 シル ト質粘土 粘性強 しまり中 2 mm以下のマンガン粒を多量含むb 75YR5/6 明褐色 粘土 粘性強 しまり中 l mm以下のマンガン粒をやや多く含むa 5YR7/8 橙色 シル ト質粘土 粘性強 しまり強 2～3 cmの自色の網状斑が多く入るb 5YR5/6 明赤褐色 粘土 粘t生強 しまり強 網状斑が入るが発達が少ない
10YR7/6 橙色 粘上質シル ト 愛島軽石層が一部粘土化 落ち込み埋土
10YR6/8 明黄褐色 ンルト質粘土 粘性強 しまり強 下部にマンガン沈殿 落ち込み埋土
10YR5/8 黄褐色 シルト質粘土 粘性強 しまり強 l mm以下のマンガン粒を多量含む 谷埋土
10YR6/8 明赤褐色 シル ト質粘土 粘性強 しまり中 やや粘上化 2 cm以下のマンガン粒を多量含む 谷埋土
10YR7/6 明黄褐色 粘土 粘性強 しまり中 l mm以下のマンガン粒を多量含む 落ち込み埋土
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― ―
アスファルト・砕石
10YR3/4 暗褐色 シルト 盛上 炭化物が葉理状に入る
10YR3/4 暗褐色 ンル ト 粘性弱 しまり弱 10YR6/6 明黄褐色のコーム層起源のブロックを含む
10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性中 しまり中 10YR6/6 明黄褐色のローム層起源のプロックを含む
10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり無 10YR6/6 明黄褐色のローム層起源のプロックを含む
10YR4/6 褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり弱 川崎スコリアの5 cm程のブロックを含む
10YR6/6 明黄褐色 シル ト質粘土 粘性中 しまり弱 l mm以下のマンガン粒を多量含む
10YR6/4 にぶい黄褐色 粘土質シルト 粘性弱 しまり弱 2硼以下のマンガン粒をやや多く合む
7 5YR5/7 明褐色 粘土質シル ト 粘性弱 しまり弱 2 mm以下のマンガン粒をやや多く含む
7 5YR5/6 明褐色 シルト質粘土 粘性中 しまり弱 2 11BI以下のマンガン粒を少量含む
5Y6/4 オリーブ黄色 砂 粘性無 しまり弱 10YR6/6 明黄褐色粘土質シル トのプロックが混じる
10YR7/8 黄橙色 軽石層 粘性弱 しまり中 粒径 l cm以下 風化して粘土質シル トに近くなる 愛島軽石層
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性弱 しまり弱 10YR6/6 明黄褐色のローム層起源のブロックを含む 溝埋土
10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり弱 10YR6/6 明黄褐色のローム層起源のプロックを多量含む 溝埋上
10YR3/4 暗帽色 シルト 粘性弱 しまり弱 10YR6/6 明黄褐色のコーム層起源のプロックを含む 溝埋上
10YR3/4 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり無 10YR6/6 明黄褐色のローム層起源のプロックを多量含む 溝埋土
10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中 しまり弱 10YR6/6 明黄褐色のローム層起源のブロックを含む 溝埋土
図6 工学部生物化学工学科地点平面図・断面図
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図7 室沢地区調査地点













































































































原点NM5-① X=-193612.285  原点NM5-② X=-193610。729





























阿刀田令造 1936 『仙台城下絵図の研究』 斉藤報恩会博物館図書部研究報告第四







東北大学埋蔵文化財調査委員会 1992 『東北大学埋蔵文化財調査年報』4・ 5
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1993 『東北大学埋蔵文化財調査年報』6































































































































































地山  7 5YR5/1緑灰色シルト質粘土。一部砂礫が混ざる部分有り。
こ北区=
Ш層  10YR5/1褐灰色シルト砂。上面に鉄分沈着、炭化物多く含む。
IV層  10YR5/3にぶい黄褐色砂。2.5YR5/2暗灰黄色粘土質シルト・2 5YR5/3黄褐色シルトが不均質に混じる。
小礫含む (下部に多い)。 炭化物含む。
V層  7 5GY4/1暗緑灰色砂質シルト。上面に鉄分沈着。炭化物多く含む。褐灰色・黒褐色を呈する部分があり
細分される。
=北区18'19列=
VI層  10YR7/6明黄褐色シルト・ 5 GY6/1オリー ブ灰色シルト・10YR6/4に ぶい黄橙色粘土質シルトが不均質
に混じる。上面に鉄分沈着。小礫を多く含む。
ⅥI層  細かく細分されるが、7 5GY4/1暗緑灰色粘土質シルトを主体とし黒褐色粘土質シルトが不均質に混ざる
層と、有機物層が互層になる。人頭大の礫が多く含まれる部分や、黄褐色シルトを含む部分もある。
ⅥⅡ層  10GY6/1緑灰色シルト質粘土と5 GY4/1暗オリーブ灰色シルト質粘上が不均質に混じる。
=北区20～22列=






















































































































































2a loYR4/6褐色シル トと10YR5/6黄褐色シルトが混じる整地層 土管・瓦など含む2b 10YR3/3暗褐色シルト 小礫 。炭化物を多く合む整地層3a 5Y4/2灰オリー ブ色シルト 礫・瓦を多く含む整地層3b 5Y3/2オリーブ黒色粘土質シルトと10Y3/2オリーブ黒色シルトが混ざる 植物遺体・炭化物多く含む3C 75GY4/1暗緑灰色シルト 7 5GY3/1オリー ブ黒色シルトが混ざる
4 10YR4/6褐色シルト 砂礫。炭化物少量含む
5a 754/2灰オリー ブ色シルトと5Y4/2灰オリー ブ色シルトが混ざる 礫少量含む 12号池埋土 l
5b 10Y3/1オリー ブ黒色粘土質シルト 礫。植物遺体・炭化物・遺物を多く含む 12号池埋±2







6a 25Y5/4責褐色粘土質シルトと10YR4/1褐灰色粘土質シルトが不均質に混じる 炭化物含む6b 10YR4/4褐色粘土質シルトと25Y5/3黄褐色粘土質シルトが不均質に混じる 炭化物少量含む
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図14 二の丸跡第5地点 1・ 2・■区平面図(1)



















































10YR3/3暗褐色シルト 10YR5/6黄褐色シルトブロック・腐れ礫を含む 盛± 4b層
10YR3/3暗褐色シルトと5層に類似した10YR5/6黄褐色シルトの互層 盛± 4C層
10YR5/8黄褐色ンルト質粘土 小礫少量含む 盛± 5層
10YR3/1黒褐色粘土質シルト 均質 6層
図16 二の丸跡第5地点 1区断面図

































































a 25Y3/1黒褐色砂質ローム 煉瓦 。鉄片等多量に含む
b バラスと砂
C 焼け層 木炭・ 焼土・ 灰が混じる
2d 10YR3/4暗褐色コー ムを主体とし灰色粘土プロック多く含む
2e loYR4/3にぶい黄褐色シルト 礫を多く含むが均質
2f 10YR5/6黄褐色ロー ム質砂 礫・岩塊多量に含む
2g 10YR4/4褐色シルト質ロー ム
2■ 10YR4/6褐色ロー ム 暗褐色粘土プロックを少量含む
2i 10Y3/1オリー ブ黒色砂質粘土 炭化物・イ韓混じる 酸化鉄プロッ
ク含む
ma 10YR3/2黒褐色シルト質ロー ム 均質
ⅡI b 10YR4/4褐色シルト質ロー ム 均質
mC 10YR5/6黄褐色ロー ム 礫片を多く含む
Ⅳa 2 5Y6/4鈍い黄色と10YR6/4鈍い黄橙色が混じる粘土
Ⅳb 10YR7/6明黄褐色ロー ム賀砂
0                                    5







5Y1/3オリー ブ黒色ロー ム 炭化物・礫を含む
10YR4/4褐色ロー ム 炭化物含む
a 10YR5/8黄褐色ロー ム 礫・くされ礫含む
!丑:鵜チと選亀匿しル軍畳百全ム1累濠驚せ諾婆褐色シルト質ローム
図17 二の丸跡第5地点5区平面図 。断面図
Fig.17 Plan and cross sections of Loc.5 at NM5
2d
4.出土遺物










































Fig 18 Porcelains from NM5(1)
?ゝ
図19 二の丸跡第5地点出土磁詔 21
Fig 19 Porcelains iom NM5(2)
0                      1oOm
図20 二の丸跡第5地点出土陶器(1)
Fig。20 Glatted ceramics from NM5(1)
0                       10cm
図21 二の丸跡第5地点出土陶器(2)
Fig.21.Glazed ceramics frOm NM5(2)
▽死
0                  10cm
図22 二の丸跡第5地点出土陶器(3)
Fig.22 Glazed ceramics from NM5(3)
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Fig.24 Rooftiles from NM5(1)
172
‰∞威艤泌








0                 1ocm
図25 二の丸跡第5地点出土瓦12)






Fig。26 Rooftiles ttom NM5(3)























































⑤   晶 ⑥碧
図28 二の丸跡第5地点出土古銭・煙管






Tab 2  Distribution of porcelains at Nh/15
区・層・ 遺構
?









丸形 筒形 端反 広東 丸形 筒形 端反 広東 極小 小中 大 水注 鰊 その他 不明
10凶1層 4 4 2 7 2 壷%影副 3 2 循 口4
2a上層 1 3 2 鱗 日1 1
2a層 1 1 7 1 1 猪日2小邪1ウガイ茶 8
2b層 1 3 1 1
Ⅲ層 7 4 1 6 1 3 2
IV層 1 1 2 1 1
V層 1 8 1 5 1 3 5 仏飯1猪口1新湾形航1 l
Ⅶ層
胤 1 9 1 3 l 1 1 仏飯器1
不明 7 5 2 1 3 1
32号浦 1 1 1
33号溝 1 1 1
皿b期のビット




10区合計 3 6 5 3 3 3
12区1層 l
2盾 3 1 1







■区1層 2 8 1 1
? ?
1 水鉢?1猪日1








11区合計 1 1 2 7
2 I 2 5 2
1





4b層 2 3 1
脇 2 2 1 猪日1 2
不明 9 1 8 1
1
8 物跡 1 2
1区合計 1 9 6 1 8 1 9
2区1層 2 3 11 I 猪口1ガ猷 」
2層 3 4
4層
帥 . 4 7 3 12 2 猪口2
2 2 9
11 2 14 1





着乱 2 4 2
不 明 1 1 1
1 2 6
表3 二の丸跡第5地点出土陶器集計表
Tab.3  Distribution of glazed cera■lics at NM5
表4 二の丸跡第5地点出土土器・土製品集計表
Tab.4 Distribution Of ceramics and clay obiects at NW15
区・ 層・ 遺 構
土 師 質 土 器 瓦 質 土 器 軟質施 釉 上 器
土製品皿 耳皿 塩 壺 鉢類 その他 不明 小計 鉢類 その他 不 明 /」ヽ計 焙烙 その他 不明 /」 計ヽ
10区1 灯火具 1 13 l 6 2 鈴 ? 3 人形 (猫)22a上層 16 1 17 1 ユ
2a層 1 3 3 ユ 2 3
2b層 9 9
蓋2 11 不明1
V層 2 6 I 1
V 層 13 13
ユ 1
境乱 15
不 Π 1 1 2 2 1 1 蓋?1 l
32号濡
のビット






17 3 3 2 1 5
12区1 よ








1H区1層 1 2 2 よ
17 2






11区合計 1 2 1













区合言 2 1 1 12区1層 3 1
2 1












Tab.5 Distribution of roof tiles at Nh/15
カッコ内は重量kg
平 瓦 類 丸 瓦 類 桟 瓦 類 軒平瓦類 軒丸瓦類 面 戸 瓦 その他の瓦 不 明 瓦
10鬱11靡肇 45(57)12(11) 2(03) 15(44) 1(001)
2a上層 39(4 1) 5(07) 1(06) 2(027) 4(004)
2a層 116(15975)18(2525) 2(029) 1(07 1(062) 12(0]
2b層 37(459)9(066)
ことI層 54(1265)8(163)1(038) 1(038)2(006)
Ⅳ層 5(075) 2(036) 1(0 645,2(0055,




不明 88(10993)9(214)8(152) 1(06) 1(019) 14(046)
32号濤 5(1115) 1(027) 1(09)
Ⅳ期のピット






10区合計 565(77159) 103(13863) 2(022) 4(1045)20(5 905) 45(0 848)
12区1層 1(01
2層 17(35) 2(008) 2(01 1(014) 3(01)
3層 75(84) 9(068)(046) 2(03) 1(03) 15(04)
4層 2(008) 1(01) 2(009)
撹乱 24(1 4) 1(004) 6(06) 13(03)
不明
IV期のピット
12号池 31(51 12(23) 1(008) 1(003) 2(105) 6(014)
12区合計 165(1993) 17(132) 1(01) 3(033) 1(01` 3(135) 39(103)
11区1層 22(177) 2(005)8(065) 2(007)7(090)







Ⅳ期 の ビッ ト 12(109) 1(009)
11区合計 74(7265) 5(033E 2(015) 0(096)
1区 1層 1(0094) と(005)
2層 18(0825)2(018)
3A層 69(7115) 8(1013)(0470)1(0021) 2(0188)8(018)
3B層 4(0195)1(0055)
3層 3(0145)2(04)























Tab.6 Distribution Of wOOden implementt at NM5
区・ 層 。遺 構
木   製   品 漆 塗 製 品 ?? 杭 加  工   木




























12号池 17 撰3露?1不明1 2



































Tab,7 Distribution Of variOus implements at Nh/15






管古  銭 煙 管 側 鉄 製 品 銅 製 品 銃弾 薬茨 その他 瓶(ビー ル) 板(溶融) その他
10区1層 寛永通宝1 It盲1 洋3 鑑1不明2 釘等3 1 3 不明3 /FN甥】 10
2a上層
2a層 不明3 不明1 , 1 1 1 3
2b層
Ⅲ層 雁首1 不明1 不明〕
Ⅳ層
1
V層 雁首2 和2 不明1 不明2 I
Vb層
ⅥI層 不明1






























■区合計 1 洋6和3不明1 1 1 1 〔
洋10不明1 不明3 3 1
2層 洋 1 不明]








8号建物跡 不明 3 不明2
37号溝 不明]
1区合計 洋14和1不明3 14 1 36 17 1 2















Tab.8 Notes on porcelains at N?15
表9 二の丸跡第5地点出土土師質土器皿観察表
Tab 9 Notes on ceramic plates at N〕v15
???
出 上 場 所 器  種 口径 底径 器高 文 様 等 胎 土 生産地 製作 年代 備  考 図 区版
10区L■2a層 うがい茶碗 内面色絵(青・黒)鳳凰文 普通 肥前 17C末～18C 貫入顕著 18?‐?
? 6 2b 中型丸碗 !14 ―屋山水文 粗 肥前 器壁厚い 貫入顕著
10区と10 ⅡI層 中型丸碗 51団円ちらし文 やや密
?
貫入顕著 4
10区L10111層君理 丸碗 91 雨降り文 普通 肥前 貫入顕著 4
10区と■ ⅡI層 小型丸碗 色絵(赤)若松文 やや密 肥前 貫入販著 4
L■III a層小型丸碗 32 牡丹文 やや粗
? ?
葺入顕著 18 4
V層 中型丸碗 雪に梅花文 やや密 肥前 くらわんか手 18
L16V層 中型丸碗 山に三階松文 高台内に文様か やや密 肥前
10区L102a層小イ 革花文 やや粗 ? ?
C■2a層 /1 邦ヽ 24 27山水文 やや密
? ?
18C末～19C前 望
10区P468埋1層 小邦 27 笹粟文 やや粗 肥前 18C末～19C前 4
Ll1 2 a層刀翌υ階口 肥唐革文 高台内角渦「福 1銘? やや密 肥前 18C末～19C前 J
10区L■ 2a層 大皿 173 焼
付青磁 山水文 高台内欧 明廊 ヒ年期 普通
? ?
円錐ピン跡5箇所 18 4
10区L101V層 大皿 書磁 印花文 普通 中国 不明 高台内放射伏削り
■区 P483埋1層 中皿 鷺曇毛藤
見込円松竹梅文 高台内「富賞 やや密 肥前 19C前半 蛇ノロ凹型高台
■区 D15Ⅳ層 人形?(鷹) 普通
? ?
17C末～18C 4
1区 3A層 猪日 草花文 やや粗
? ?
4
1区 3A層 小イ 梅伎文 やや密
? ?
19 4
1区 3A層 小型猪日 32 草花文 やや密
? ?
18C後半 19
1区 3A層 中皿 目哲兆三望角膏翌簿外面骨描き唐草文やや密 ? ? 円錐ピン跡1箇所
1区37号滴 中皿 87 区画 雪持ち笹に蛇篭草花文 外副き革文 粗
? ?
10
1区 3層 中皿 116 者唇罵登埋勢蜻早指珀吾弁花外面唐革文粗 ? ? 円錐ピシ跡1箇所 19 4




2区 lb層 蓋 18上面に鉄釉 やや密 不明 19C後半以降 19 5
12区2層 小皿 63 楼閣山水文 外面唐革文 普通
? ?
18C後半 5
12区3b層 小皿 72 革花文? 粗 肥前 17C中～後 生掛け 漆継ぎ 19 5
12区 12号池 埋3層 小皿 敦 粗
? ?
17C末～18C前 見込蛇ノロ釉劉ぎ 19 5
54612区3b層 fal徳利 やや密 不明 5
10区不明 中型半球碗 11340 普通
? ?
5




出 上 場 所 口径 底 径 器高
調 整 回転
方向 付 着 物 備 考 図
?
?
内  面 体部外面 底 部 外 面
本体区 L18 ⅥI層下層 13 078 26ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 口縁部にタール状 8
本体区 K18 Ⅵl-6層 66 22ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 な し 8
10区L7・6 2b層 42 21ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 な し 8
10区L10111層 67 16 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 な し 8
10区LHII層 65 26ロクロナデ 全体 ミガキ 不明 口縁部に煤 8
10区L10V層 74 42 20ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 ? な し 7
10区L10V層 12 973 32ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 口縁部に煤 7
10区L16V層 12 274 34 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 な し
l区不明 76 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 左 な し 8
1区不明 11567 23ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切無調整 右 な し 8




Notes on ciay obiects at Nh/15???
出 上 場 所 種  類 長(長径 )
幅
(短径 ) 厚 備 考 図
?
?
10区L,M181層土人形 (猫) 土師質 頭部 (後頭部 ) 破片 8
10区L10■1層 不明土製品 土師質 8
124 10区L13IV層 円盤形土製品 09 土師質 片面に菊花状の文様の型押し?中央に穿子と1 8
3区表土 10 土師質 中央部が凸形で穿孔1 8
出 上 場 所 器  種 口径 底径 文 様 等 釉 薬 胎 土 生産地 製作年代 備  考 回
10区L9撹乱 中型丸碗 2857邑絵(緑)章花文? 疋釉 貫入顕暗 やや密 京,信薬 20 5
10区L■ 2a層 中型筒形碗 え釉貫入顕嗜 粗 瀬戸・美濃 20 5
中型丸碗 9640 67 疋釉 貫入顕著 やや密 不明 VC末～18C前 20 5
10区L10 ШI層 中型嘔翻印惨硫 3855 灰釉 貫入顕著 やや密 大堀相馬 20 5
10区L■ur層 蓋物 55 85 鍮 普通 不明 不明 20 5
10区L101V層 中型丸碗 40腰部刻線文 やや密 大堀相馬 自入顕著 20 5
10区L131V思 中型丸碗 92 色絵(青,緑・赤)あやめ文 灰釉 貫入顕嗜 密 京・信薬 20 5
中型丸碗 52 流し掛け(白釉) 齢 17C後半 20 5
10区 32号溝埋3層 中型丸碗 44 61要部刻線文 瑯 ・高台内鉄釉 他灰釉 やや密 大堀相馬 貫入藪著 20 5
10区L8 1層 小皿 11360 30 灰釉 組 瀬戸・美濃 20 5
賂m2a層lC～1 大鉢 114 用J毛目文 灰釉(白イヒ粧) 普通 肥前 17C後～18C前 20 6
10区L152a層 信鉢 軸 やや粗 不明 20 6
tOtt L■nl aほ 信鉢 麹 不明 不明 21 6
10区L■ ШI a層 文入? 54 灰釉 貫入顕堵 夫堀相E. 不明 21 6
10区L■HI層 不明 57 72 灰釉(自化粧) 粗 不明 21 6
10区L16 2a層 露(■瓶) 54 灰釉 貫入顕著 普通 不明 21 6
tO区33号結 埋2層 仏飯器 68 鰤 不明 21
■区 C10A層 橘鉢 踊 普通 不明 21 6
1区 3A層 中聖賜島庁形碗 9137 流し掛け(銀釉) 灰釉 貫入顕著 やや名 夫堀相馬 21 6
1区 3A層 中聾腰納 灰釉貫入顕著 やや密 大堀相馬 21 6
1区 4b層 中型碗 50 優部刻線文 内面灰釉外面鉄釉 やや粗 夫堀相馬 21 6
1区不明 」迎丸碗 8135 灰釉 貫入顕著 普通 不明 18C後～19C前 21 6
1区 8号建物跡柱3 中型丸続 腰部鉄釉 他灰釉 貫入顕著 普通 夫堀相馬 19C前半 21 6
1区 8号建物跡 柱3 中型丸碗 94 灰袖 買入顕著 普通 大堀相馬 21 6
中型衛形碗 踊 不明 不明 21 6
夫皿 88 流し掛け(鉄釉) 灰釉買入顕著 やや准 夫婦相馬 22 7
1区 3A層 鉢 扁聡 灰釉 貫入あり やや粗 瀬戸・美漬 22 6
1区 3A層 小皿 22 長石釉 貫入あり 粗 美濃 16C末 22 6
1区 3A層 灰釉 粗 不明 不明 22 6
1区 8号建物跡 柱3 火入 94 灰釉 やや粗 肥前? 不明 2を 6
1区 8号建物跡 柱3 合子(身) 94 灰釉 買入顕著 京・信薬 不明 22 7
2区 lb層 瓶類? 94 高台内外鉄釉他灰釉 不明 22 7
2区桟軋 小皿 9058 見込印花文 灰釉 貫入あり 粗 顧戸・美濃 17C前半 高台内輪トチン痕 22 7
句付 4″ 見込鉄絵千鳥文 灰釉 粗 唐津 16C末 22
5区東5C層 1型丸碗 灰釉 貫入顕著 普通 顧戸・美濃 17C後～18C前 22
5区東21層 仏飯器 794】 踊 密 不明 不明 22 7
12区3b層 雷鉢 蜘 粗 不明 22 7
12区 12号池 連2層 春炉 灰釉 唐津? 不明 22 7
10区不明 1型腰析形碗 42 灰釉貫入顕著 普通 大堀相馬 22 7
10区不明 灰吹? 45 難 灰釉(自化粧)貫入顕著 やや粗 夫堀相馬? 2, 7
3区表土 ミニチュア信鉢 4520 13 透明釉 20 8
10区不明 ミニチュア蓄 34 11 透明釉 23 8
表H 二の丸跡第5地点出土陶器観察表
Tab.1l  Notes on glazed ceranlics at N?笙5
表12 二の丸跡第5地点出土その他の上師質土器・瓦質土器観察表
Tab.12  Notes on various ceranlics at NA/15
???
出 上 場 所 器 種 口径 底径 器高 備 考 図
??
本体区 J283層上面 上師質土器 鉢? 内外面ロクロナデ 体部外面に菊花?の刻Eロ 7
10区L10V層 土師質土器 焼塩壷 ゅ面ロクロナデ 外面 :体部格子叩き 底部回転糸切無調整 (回転方向不明) 8
V層 土師質土器 焼塩壷 内面調整不明 外面1体部斜格子叩き底部欠損 8
10区L10不明 土師質土器 焼塩壷 内面ロクロナF外面体部 :上部ロクロナデ 下部斜格子叩き底部回転糸切無調整 23 8
10区L131C～le層土師質土器 鉢? 内外面ロクロナデ 23 8
10区L■2a層 土師質土器 鉢 肉面・外面体部ロクロナデ 底部回転糸切無調整(左回転)内面に煤付着 体部に穿孔1 8
L llIII層 土師質土器 鉢 内面ロクロナデ 外面に不規貝Jな編目様の押F支様 8
10区L102a暦 土師質土器 小壷? 22 内面'外面体部ロクロナデ 底部回転糸切無調整 (左回転) 8
10区L■lC～le層土師質土器 灯明受皿 内面・外面体部ロクロナデ 底部回転糸切無調整 (回転方向不明) 8
1区 1層 土師質土器 焼塩痘 内面ロクロナデ 外面 :体部調整不明 底部回転糸切無調整?(回転方向不明) 8
1区 3層 土師質上器 焼塩壷 内面調整不明 外面:体部斜格子「Fき 底部回転糸切無調整 (左回転?) 23 8
1区不明 土師質上器 蓋 内百ロクロナデ 外面ミガキ 外面体部に墨書 23 8
2区不明 瓦質土器  壷or鉢 内外面ロクロナデ 外面上部に不規則な縄目様の押圧莞様高台内に「松嶋春□」の刻印 23 8
3区表土 上師質土器 焼塩壺 52 内面ロクロナデ外面:体部斜格子叩き底部回転糸切?後ナデ 8
10区L■HI層 土師質土器 蓋 内面ロクロナデ後ミガキ?外面回転ミガキ 23 8
登録





幅 備 考 図
?
?
本体区 8号溝 埋2層 九曜文 鳥伏間 9
表13 二の丸跡第5地点出土軒丸瓦類観察表
Tab.13  Notes on round eaves tiles at Nふ江5
表14 この丸跡第5地点出土軒平瓦類観察表
Tab.14 Notes on flat eaves tiles at NM5
表15 二の丸跡第5地点出土軒桟瓦観察表
Tab 15  Notes on eaves‐pan tiles at N?鉦5
表16 二の丸跡第5地点出土桟瓦観察表




出 上 場 所 瓦 当 文 様
???
瓦当
幅 頭幅 備 考 図
??
10区Lll lc～e層 ?   十唐革1類 不明 49 9
17010区L162a層 ?   十唐車1類 不明 52 9
10区L llV層 雪持笹 (太葉)?十唐草2類 太剣 9
10区32号溝 埋土 ?   十唐草2類 不明 53 9
2区lb層 不 明 不朝 9
12区 4層 三枚笹十唐章1類 太剣 9
???
? 出 上 場 所 瓦  当小巴部分文様 瓦  当垂れ部分支様 瓦  当垂れ形状 備 考 図
??
10区1層 三ッ巴文 不明 不明 9
10区33号溝 堰2層 三 ツ巴支 三引両文十唐章5類 並剣 9
登録
番号 出 上 場 所 全長 全幅
?? きき
足 備 考 図
??
本体区 1号土坑 埋5層 11





と区 撹乱 刻印 宮
t区1層 刻印 宮)六回 |
と区 1層 刻印 宮




2区 b層 刻印 宮
区 層 宮
2区 C層 刻 E「 宮 27 12
2区 層 宮J
2区 C層 刻 印 (宮)二?□J
2区 C層 刻 印 (宮)三?□J
2区 C層 刻 印 宮」
2区 C層 刻Eロ (宮)二五」 27 12
5区撹乱 刻印 宮











12区3C層 刻印「宮J 27 12
表17 二の丸跡第5地点出土板塀瓦観察表








穴 備 考 図
?
?
10区 L・M151層 不 明 B 不明
表18 工の丸跡第5地点出土興斗瓦観察表
Tab.18 Notes on ridge tiles at NM5
表19 二の丸跡第5地点出上輪違い観察表




出 上 場 所 長 厚 Is 耳長 備 考 図
?
?
5区撹乱 17 両付紐焚斗 11
5区撹乱 25 717 68 両付紐焚斗 11
登録
番号 出 上 場 所 長 上幅 下幅 高 備 考 図
??
10区Ll1 2a層 13 5
登録
番号 出 上 場 所 種 類 備 考 図
??
本体区 D243b層直上 鬼瓦類 (銃) 鱗状の文様あり 中空
本体区 と242d層 鬼瓦 並型 ?
本体区 K251層 鬼瓦
本体区 L20不明 鬼瓦
本体区 9号溝 埋1～3a層 鬼瓦 ?
本体区 8号溝 埋2層 不明 仮称「T字瓦」




180 10区し13撹乱 谷瓦 12
10区L121C～le層 谷瓦 12
10区L13■1層 谷瓦
183 10区L16V層 瓦加工品 凸面および側面を研磨 12
11区C10撹乱 平瓦類 刻印あり 12
1区撹乱 平瓦類 刻印あり
2区撹乱 平瓦壕 刻印あり
12区 12号池 埋1層 鬼瓦 片面に焼成前ヘラ状工具による十字型の刻線
12区 12号池 埋2層 谷丸瓦
12区3C層 平瓦 刻印あり
12区 12号池 埋2層 平瓦 刻印あり 12
12区 4層 平瓦 刻印あり 12
10区し141C～le層 鬼瓦
表20 三の丸跡第5地点出土その他の瓦観察表
Tab.20  Notes on various roof tiles at N?15
表21 二の丸跡第5地点出土古銭観察表
Tab.21 Notes on coins at N?15
登録
番号 出 上 場 所 銭 名
? ? ?
(g) 備 考 図
??
本体区 撹乱 寛永通宝 (新寛永)
11区Pit483埋1層 寛永通宝 ?
10区し71C～le層 覧永通宝 (古覧永 ) 58 8
1区撹乱 寛永通宝 (新寛永 ) 21 8
1区3A層 寛永通宝 (古寛永 ) 23 553
1区3B層 寛永通宝 56 3枚付着 うち2枚は銭名不明
表22 二の丸跡第5地点出土煙管 (吸口)観察表
Tab。22 Notes on pipes(mouthpieces)at NV15
表23 二の丸跡第5地点出土煙管 (雁首)観察表
Tab.23 Notes on pipes(stems and bOwls)at NM5
畿








12区 12号池 埋2層 肛 8
[区不明 I 8
番号










10区L71C～le層 3 左中 170 8
10区L10111層 3 左 中 8
■区 D16 ⅡI層 3 右上
10区L10V層 左 中 8
10区 V層 2b 2 左 中 8
5,自然科学的分析
(1)花粉分析
守 田 益 宗
川内図書館新館建設に伴う発掘調査では、元禄時代の畑跡が検出された。この畑跡の畝の低
























草本花粉 は試料No 4ではヨモギ属 似滋%ぬ羽 が約20%と最 も多 く、次いでイネ科








Faegri,K.&Iversen,J。(1975)Textbook of pOuen analySiS. (3rd ed.)?lunksgaard,COpenhagen
図29 花粉分析結果
Fig.29  Composition of ponen by sample from NA/15

















Tab.24  List of pOnen and spore from Nh/15







鯵 ブナ属 3 4
9″¢κ熔 ヨナラ亜属 9
のθん物力ηοクsた アカガシ亜属 1 1
j■%珍熔―Z9′々ουρ ニレ属―ケヤキ属 1 1
4骸″ カエデ属 1
働 ヮ膝 シヽバミ属 4 1
4励盗 ハンノキ亜属 9 7
4励ゐ″″ ヤシャブシ亜属 2
S″勿η シラキ属 1
盪2″励卿 励物 サンショウ属 1
β′ク¢α抵″タクG グミ属 1
Aクθクう, アオキ属 1






other WIOnocOtyledoneae他の単子葉類 1 1
翼ω″οク筋カ イタ ドリ属 1
Caryophyllaceae ナデシコ科
ChenopOdiaceae―Amaranthaceaeアカザ科―ヒユ科
C力″αゐ み少¢ センニンソウ属型 1
Cruciferae アブラナ科
助 ″効物 ミソハギ属 1 1
Frp乃御 ケs アリノトウグサ属 9 8
Urnbelliferae セリ科 2 5
働 紘 η ヤエムグラ属 1
脆 ″″カ オミナエシ属 2 2
4ル筋λカ ヨモギ属
other CarduOideae 他のキク亜科型 2 4
1-lete type FS 単条溝型シダ胞子






























































Tab.25 List of plant opal from NA/15
単位 :個/g
試 料 名 イ ネ ヨ  シ 属 タ ケ 亜 科 ウ シ ク サ 族
No l 22,200













Tab 26  List of animal remains frOm N?15
軟体動物F] MOLLUSCA                                  ヵレイ科 Plellronectidac gen et sp indet
腹足綱 GASTROPODA                                ボラ科 Mugidae
タニシ科 V?ipa?dac                          ボラ M頓を電″諺燃 Linnaeus
オオタニシ α″密¢ヮ励 物,力″″ケひク V Martens          サバ科 Scombridae sp indet
ミミガイ科 HaliOjdae gen et sp indent                マグロ属 T72%″ηtt spindet
ェゾアフビ 月2肋施(A19戒盛ヮ)力″公 腸η2α,I no             カッォ κ2A筋フο″rrd″ゼカ″蓉 (Linnaeus)
アクキガイ科 Muricidae                        フサヵサゴ科 Scorpaenidae gen et spindet
アカニシ R卵%,フθ″οtt υゼ″0ン(Valenciennes)           コチ科 PIatycephalidae gen et sp indet
陸産只類 :land snans                             サヶ科 SalmOnidae gen et sp indet
Aタイプ :キセルガイ科 Clausinidae gen et sp indet            軟骨魚綱 CHONDRECHTHYES
キセルガイモドキ科 Enidaeuta gen et sp indet         板飢亜綱 ELASMOBRANCHII
オカチョウジガイ科 Sttblinidae gen et ψ i det         エイロ RaJida fam indet
斧足綱 Pelecypoda                           鳥綱 AVES
マルスダレガイ科 Veneridae                       ガンカモロ Anseriformes
アサリ R″妙 盗タカ〃″ 励,V″(Adams et reeve)          ガンカモ科 Anatidae
ハマグリ 腹 物紘 あはοヵ,(Roddi電)               カモ類 ,Ducks
イガイ科 Mytilidae                         Bタィプ クロガモ、オナガガモ、ヨシガモ相当
イガイ 〕ゆ″拡 びοttπじ姿 Could                    キジロ Galiformes
イタボガキ科 OstttaFdae                         キジ科 Phasianidac
マガキ Cttsοd筋婢鰺   (Thullberg)                   キジ 肱 力″査
“
勃崩 た蔭)υθ/s″οわ″Vieillot
ニッコウガイ科 Tellnidac gen,et sp indet                   ニフトリ Ω〃郷 駆″塔 力″ゐ″硲
フネガイ科 Arcidae gen et sp indet                  チドリロ Charadrtiformes
シジミガイ科 Corbiculdac                        チドリ科 Claarad?idae
ヤマ トシジミ Gοん励 カメ妙ο″″,Phme                 スズメロ Passeres fam indet
脊椎動物門 VERTEBRATA                       哺乳綱 MAMMAЫ
魚上綱 PISCES                             ゥシロ (偶蹄目)Ardodactyla
硬骨魚綱 OSTEICHTHYIS                         シヵ科 Cera?dae
タイ科 Spattdae                              ニホンジカ のっ熔 ″ヵ″″
マダイ R留猶 効 ο/(Temmick et Schiegel)             ネズミロ (報歯目)Rodentia
アイナメ科 Hexagrammidae gen et sp indet                ネズミ科 Muriddae
スズキ科 Sarranidae                           クマネズミ属 父,力燃 sp indet
スズキ を,形οttbJtt japonicus(Cur?eo
【魚類】
魚類は2綱 9科 5属4種が元禄年間の整地層であるⅥI層を中心に出上した。表28に種名 。出
土層位・属性を記す。魚類遺存体は大半が茶褐色に変色しており、地下水の影響と考えられる。
マダイが最も多く(45点)、 タイ科と同定した破片 (49点)も大半がマダイであると考えられる。






























Fig.30 A Femur of a 6物〃周 ♂α
`協
s
,2タタっs″ε然 、vith cut marks and
che、vlng marks by mouse
表27 二の丸跡第5地点貝類出土表
Tab.27 Notes on Mollusca(shell)frOm NM5
表28 三の丸跡第5地点魚類出土表
Tab.28 Notes on Pisces(fish)from Nh/15
表29 二の丸跡第5地点鳥類・哺乳類出土表
Tab.29 Notes on Aves and ?笙anl=naha from N?笙5





VII―-6 鳥類 カモBタイプ 睡骨 L 遠位端 終 了 SP 茶褐 な し な し
9 1 島類 ニフトリ 大腿骨 し 遠位端 終了 SP、ネズ ミ瞳み痕 茶褐 な し な し
5 1 鳥類 ニフトリ 睡骨 L 近位端 終了 切反 未変 な し な し
4 3b 鳥類 ニフトリ 胚骨 L 完形 終 了 ネズ ミ噛み痕 茶褐 な し な し 121 45
6 攪乱 鳥類 ニフトリ 睡骨 R 骨幹部 切痕 淡褐 な し な し
3 3b 鳥類 ニフトリ 中足骨 L 完形 終 了 切痕、SP 淡褐 な し あ り 68 83
C27共同溝埋土 鳥類 ニフトリ 大腿骨 R 完形 終 了 切痕、ネズミ噛み痕 白色 な し な し 73 85
12 K18 VII-3鳥類 チ ドリ科 中手骨 L 近位端 終 了 な し 茶褐 な し な し
lユ K18 VH-3鳥類 キジ科 中手骨 R 完形 終了 な し 茶褐 あ り な し 17 40
K18 ⅥI-3鳥類 キジ科 上腕骨 L 遠位端 終了 な し 茶褐 あ り あ り
K18 V‖―-5 鳥類 スズメロ 上腕骨 L 遠位端 終了 な し 茶褐 あ り あ り
1 D25 3b 鳥類 不明 四肢骨 骨幹部 白色 な し な し
10 K18 VII-1鳥類 不明 肋骨 骨幹部 自色 な し な し
21 K18 VII-3鳥類 不明 指骨 完形 終了 な し 茶褐 あ り あ り
K18 VII-3鳥類 不明 睡骨 骨幹部 茶褐 な し な し
K18 VII-6鳥類 不明 四肢骨 骨幹部 茶褐 な し な し
K18 ⅥI-7鳥類 不 明 不明 骨幹部 茶褐 な し な し
16 K18 VII-8鳥類 不明 四肢骨 骨幹部 茶褐 な し な し
8 哺予し類 ニホンジカ 中手骨 し 完形 終 了 切痕、イヌ噛み痕 茶褐 あ り あ り 216 00
17 K18 VH―-8 哺乳類 クマネズ ミ属 下顎骨 し な し 茶褐 な し な し













茂原信生 。小野寺覚 1986 「仙台城三ノ丸跡出上の17世紀犬骨について」F仙台城三ノ丸跡』
仙台市文化財調査報告書第76集 pp 547～559




































Tab 30 List ofseeds iOm NM5
出 上 場 所
1)吾 オニグル ミ核、オニグル ミ (リス食痕 )、 オニグル ミ核 (アカネズ ミ食痕 )
2層上 面 モモ核
2,膏 オニグル ミ核
2a層直 上 層 オニグル ミ核
2a層 オ ニ グ ル ミ核 、 ス ギ球 果 、 ス ギ種 子 、 サ ク ラ類 種 子
2b層 オニグル ミ核、モモ核
北 区H層 オ ニ グ ル ミ核 、 ヒメ グ ル ミ核 、 モ モ核
北 区IV層 オ ニ グ ル ミ核 破 片 、 イ ヌ ブ ナ種 子
南 区 2d層 モ モ 核























北区Ⅵ層 オ ニ グ ル ミ核 、 モ モ 核 、 ス ギ 球 果
封ヒEttVI帰雪
南 区 3層上 面 ス ギ 球 果
南 区 3a層
女二雲実lrすじみ建写ぃ炭化跡有)、 モモ核、 ウメ核、 コウメ核、キュウリ種子、
南 区 3b層上 面 ゴ ミ層
嬰馨 鞘 鍮鮭 事 壌
南区 3層 女旱雲案1弩辛亀享T写≫修碁炭化痕有)、オニグルミ核破片、モモ核、コウメ核、
南 区 3b層 墓⊆貰多毯言ド子妾索:き蜜(レ3写貫穆19〔
3゛諄 必岳言謹弓5警掌f【晏千,(撞子、マタタビ種子、ツボス ミレ種子、ヤ▼
南区3C層 モ モ 核
1号土 坑 (Ⅳ期 ) コウメ核、スイカ種子
2号土 坑 (Ⅳ期 ) コウメ核
7号 溝 (Ⅳ期 ) オニグル ミ核、オニグル ミ核 (アカネズ ミ食痕 )、 モモ核、カヤ種子、 ピーナ ッツ爽
6号暗 渠 (IV期) ヒ メ グ ル ミ核
8号溝 (Ⅲb期) 蓬享T貨暴蕪巣|テぞ催事r竪ヽと参ラ蕩核、コウメ核、キュウリ種子、カボチャ
3号土 坑 (ma期) オ ニ グ ル ミ核 (リス食 痕 )
10号柱 列 (Ha期) オニグル ミ核 (炭化痕有 )
6号池 底 (Ib期) オ ニ グ ル ミ核 、 キ ュ ウ リ種 子 、 ス ギ 種 子 、 ス ギ 球 果 、 モ ミ種 子
12号濤  (II a期) マ メ 科 、 ス ギ 枝
15号溝 (Ha期) 基真f貨罫撞撃:与今爆岸Fケξラ奉ダ赤誕完発ミ℃タイV提棄ヽ コウメ核、スギ
Pit317(II a歩調) オ ニ グ ル ミ核 、 ス ギ 種 子 、 マ タ タ ビ種 子 、 ス イ バ 種 子
12号池 (Ib期) モ モ 核
20兵紳詩 (Ia列∋
女二窪字1賃辞象彙
グル ミ核 (リス食痕 )、 オニグル ミ核破片、 ヒメグル ミ核破片、
23号溝 (I a期) ス ギ球 果 、 ス ギ 種 子
9号池 (Ia期) オ ニ グ ル ミ核 、 ス ギ 球 果 、 マ ツ球 果 鱗 片
不 明 オ ニ グ ル ミ核 、 オ ニ グ ル ミ核 (ヒ ト食 痕 有 )、 イ テ ョ ゥ種 子
ヒヨドリジョウゴ種子、ミズキ種子、エゾノギシギシ種子、カヤ種子、サンショウ種子、イヌ
ブナ殻斗、ツノハシバミ種子、キカラスウリ種子、スズメノエンドウ種子、コブシ種子、アン










































































佐竹義輔。大井次三郎・北村四郎。亘理俊次・富成忠夫編 1982 日本の野生植物 草本I・H・Ш 平凡社


















Tab.31 List Of insects from Nh/15
整理番号 出 上 場 所 種 類 ・ 部 位 な ど
1 基礎9区 ⅥI-3層 双翅ロハエ類の蛹殻
E25 1号土坑 埋5層 ヤマトゴキブリ♂幼虫
K19区 層不明 双翅ロクロバエ科ミドリキンバエ
E26区 3b層ゴミ層 鞘翅ロオサムシ科キンナガゴミムシ 頭部の一部
基礎9区 Ⅵl-3層 双翅ロハエ類の蛹殻
基礎9区 Ⅵl-4層 輪翅ロオサムシ科キンナガゴミムシ 前胸背左半分
J20区 8層 輪翅ロゲンゴロウ科ゲンゴロウ
前翅・腹節 。後基節突起・前胸背一部 (破損大)









































































や y / __ 特
図32 二の丸跡第5地点全体遺構雷E置図 (Ia期)
























01 1 1 14m
160区|
図34 第4地点下層検出遺構



































































































































































□ 目Httζ塾 前 聟
Fig.37 A picture of the area where fOrme』y Nts覧ら盗カカケhad been built
A図 前野源七郎 藤野四郎助 猪股弥次兵衛
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図38 二の丸跡第5地点全体遺構配置図 (■a期)


















???? ? ? ? ? ? ?
? ?
図39この丸跡第う地点全体連構配置図 (■b期)

































詔|―一煮煮―――ゴ市/        /        /   ＼
図40 二の丸跡第5地点全体遺構固E置図 (Ⅲa期)







































(24.6m) (36.8m) (6.9m) (4.3m)
ma期  堀上端-23.5m-34号溝-39.8m-9号溝 .2m-4号溝






Fig.42  A transcript Of cOnstruction plan for♂V力珍οttα%%(Origina■y drawn in 1802)
図43 調査区周辺の絵図 (享和 2年図、『仙台城習より、上が北)



















図44 中奥と屏風蔵付近の絵図 (享和2年図、 1/500、上が北)












































































































等  星(貿・ k中ヽ
Fig 46  Picture map around the main gate of Secondary Citadel(transcript)
G図47 問跡東側の遺構








図48 調査区周辺の絵図 (文化元年図、 1/500、上が北)
から5間離れて1間×5間の大きさに、  Fig 48 A pたture map around the area of NM5

































が良く、二の丸期の遺物と考えられる。墨書は「御切□御   Fig.49 A glazed ceramic
網魯写 電憂)







































図51 第 2・第3地点と絵図との対比 (絵図は年報 と図76を使用)































遺構間実寸  南北 208.21n 116.Orn
享和2年図  南北108.5間 213.745m   東西 64間126.08m


























































■くご型y   /   / ＼
図52 二の丸跡第5地点全体遺構配置図 (Ⅳ期)
Fig.52 Distrihtion of features at NM5(phase IV)























































いた写真 を元に、方眼を1間として、図面を起 こした ものである。
≪引用。参考文献≫
阿刀田令造 1936 F仙台城下絵図の研究』 斉藤報恩会博物館図書部研究報告第四
小林清治編 1982 『仙台城と仙台領の城 。要害』日本城郭史研究叢書2 名著出版
佐藤宏一ほか 199o 『宮城町西館跡、利府町郷楽・天神台遺跡』
宮城県文化財調査報告書第123集
佐藤 巧 1967 「仙台城の建築」『仙台城』 pp 23～87 仙台市教育委員会






東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990 『東北大学埋蔵文化財調査卿 3




東北大学埋蔵文化財調査委員会 1998 「東北大学埋蔵文rヒ財調査年判 G
















a.北区Ⅶ層出土陶磁器 (図53) 1680-90年代前半 (元禄年間前半期?)
b.北区Ⅵ層出土陶磁器 (図53) 1680-90年代前半 (元禄年間前半期?)
C.4号土坑出土陶磁器 (図53) 1690年代 (元禄年間後半期?)






















































0               10cm
26 4号土坑





Fig.53 Porcelains and giazed ceramics from NM5(1)13、21 瀬戸・美濃系陶器 17 京・信楽系陶器
14、16、23 産地不明陶器
3                (407)
図54 二の丸跡第5地点出土陶磁器(2)
















3    (537)
マ/10 (373)
1～11 1区3A層
9              (374)
0               10cm
図55 二の丸跡第5地点出土陶磁器(3)    1～4Л巴前系磁器 5～8 大堀相馬系陶器





















0                  10cln
ォー_駕Φ/1R》
図56 二の丸跡第5地点出土陶磁器(4)




話 か 向 っ
2 瀬戸系磁器 3 産地不明磁器 4 肥前系磁器
7～15 大堀相馬系陶器 6 瀬戸・美濃系陶器
表32 仙台城二の丸跡第5地点出土磁器器種別出土点数 (江戸時代中期)
Tab 32 Count of porcelains from N?【5(middle Of Edo pettod)
磁器器種 碗 類 皿 類 碗皿不明 壺甕瓶類 その他 不 明 混 入
北区VI層 1 4 0
北区Ⅵ層 2 0 0
4号土坑 8 0 3 1 3 0
北区V層 7
3号土坑 1 6 2 5 0
表33 仙台城二の丸跡第5地点出土陶器器種別出土点数 (江戸時代中期)
Tab.33 Count of glazed ceranics from N?15(3fniddle of Edo period)
陶器器種 碗 類 皿 類 鉢 類 壼・甕類 瓶 類 袋物不明 香炉火入 括 鉢 その他 不 明 混 入
北区VI層 3 0 2 0 1 4 7 ユ 7 1
北区Ⅵ層 6 1 1 2 0 0 1 2 l 7 0
4号土坑 2 1 0 0 0 1 0 0 0
北区V層 2 1 l 4 2 l 6
3号土坑 0 2 0 2 l 2 2 0
表34 仙台城二の丸跡第5地点出土磁器器種別出土点数 (幕末から明治初頭)
Tab 34  Count of porcelains froln Nふ/15
(late of Edo period‐beginning of ?leiji period)
磁器器種 碗 類 皿 類 碗皿不明 壷甕瓶類 その他 不 明 混 入
1号土坑 2 4 l 0 0 4 2
2号土坑 4 2 3 l
表35 仙台城二の丸跡第5地点出土陶器器種別出土点数 (幕末から明治初頭)
Tab.35  Count of glazed ceranlics frolm N?15
(late of Edo perion‐beginni g of h/1eiji period)
陶器器種 碗 類 皿 類 鉢 類 重奏袋物 土 瓶 鍋 播 鉢 その他 不 明 混 入
1号土坑 1 0 6 8 1 1 3






口碗類  W皿類  回碗・皿不明□壺,甕・瓶目その他
□不明
図57 二の丸跡第5地点出土磁器器種組嵐 1)
Fig.57  Histgrams of porcelains shapes
from NMⅨll
1・2号土坑
■碗類  皿IIla  口碗・皿不明□壷・甕・瓶
田その他 国不明
図60 二の丸跡第 5地点出土磁器器種組成(21
Fig.60  A histgram Of porcelains shapes
from NM5(2)
1・2号土坑
■碗類 Ш皿類 日鉢類 □壷・甕・瓶
国土瓶 z鍋  口括鉢 国その他
口不明
図61 二の丸跡第 5地点出土陶器器種組成12)






■碗類  皿皿類  日鉢類  口壷・甕・瓶類
□香炉・火入B指鉢  Nその他 □不明
図58 二の丸跡第 5地点出土陶器器種組成(1)
Fig.58 Histgra■l  of gia2ed ceramics
shapes from NM5(1)
時 期













Fig.62  Histgrams of glazed ceranlics by




































70  8.0  90  100  110  120  130日径(cm)
図59 二の丸跡第5地点出上陶磁器 (碗類)の日径・器高分布






















1 大堀相馬系 la 浪江町大堀・小丸地区諸窯 (大堀深野窯、小丸渡辺窯他)
lb 大熊町野上山神窯
lC 相馬市小野中平横田窯
相双陶器 2 小野相馬系 相馬市小野中里窯
3 館ノ下系  3a 相馬市館ノ下
3b 浪江町小野田・田尻・酒井・末の森地区諸窯?





































∪図63 福島県浪江町小丸地区渡辺氏宅窯跡採集資料 1・2・4・ 5。7～12 灰釉
13・14 鉄釉 3・6 素焼き段階






士暑吾詈嚢 子 棗幡倹聾璽 : :軍鐘詠東窯 ; 尖発鸞鼻匡藝跡  出口堂ノ前窯




































































































































































































































浅田知世 1992 『浮牛城跡』 北上市埋蔵文化財調査報告第1集
飯村均 1987 「福島県新地町十二所A遺跡の近世陶磁器」『福島考古』28 pp 75～88
伊藤正義ほか 199o 『東北の陶磁史』 福島県立博物館
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竹島國基 1974 「本目馬の民窯」F行方文化』第2集 pp 37～49 はらまち史談会
田口昭二編 1993 F美濃窯の焼物』 多治見の古窯第3号 多治見市教育委員会
寺島文隆・石本弘。日下部善己 1980 「金谷館跡」『伊達西部地区遺跡』
福島県文化財調査報告書 第82集 pp.109～149
仲田茂司・山口晋ほか 1988 『担橋窯跡発掘調査報告書』 三春町教育委員会
中野裕平 1993 『群田遺跡』 河南町文化財調査報告書 第8集
中山雅弘 1992 『泉城跡』 いわき市埋蔵文化財調査報告 第31冊




室野秀文・八木光則ほか 1991 『盛岡城跡 I』 盛岡市教育委員会

































































2号土坑・ 3号土坑          口径にnl
図67 土師質土器皿の法量分布

























































































































江戸遺跡研究会編 1991 『江戸の食文化』 吉川弘文館
対WII 望 1990 「刻印からみた焼塩壷の系統性について」F医学部附属病院地点』
東京大学遺跡調査室発掘調査報告書3 pp 892～907
佐久間光平ほか 1993 『上野館跡』 宮城県文化財調査報告書第156集
佐藤洋ほか 1985 F仙台城三ノ丸跡発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第76集
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985 『東北大学埋蔵文化財調査年報』 1
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990 『東北大学埋蔵文化財調査年報』3
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1992 F東北大学埋蔵文化財調査年報』4・ 5
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1993 F東北大学埋蔵文化財調査年報』6

















































































































































































































東北大学埋蔵文化財調査委員会 1985 『東北大学埋蔵文化財調査年報』 1
東北大学埋蔵文化財調査委員会 1990 『東北大学埋蔵文化財調査年報』3


























































































Fig 74 Location of BK5




























-基本層1層 10YR6/5 にぶい黄橙色シルト 砂利を多量含む盛土基本層2層 10YR2/1 黒色シルト 砂利・瓦を多量含む盛土
基本層3層 10YR4/6 褐色シルト 小礫多量含む
米軍?溝埋土 石とコンクリートを多量に含み粘土・黒色上が乱雑に入る
1号溝埋1層 10YR5/3 とこぶい黄褐色砂質シルト




1号溝埋6層 10YR5/4 1こぶい黄橙色粗砂 礫を多量含む
2号溝埋1層 10YR6/4 にぶい黄橙色粘土 粗砂のプロッ
底面にマンガン斑沈着
ク・礫を少量含む
2号溝埋2層 10YR5/4 にぶい黄褐色粗砂 礫を含む
2号溝埋3層 10YR6/1 褐灰色砂と10YR5/3 にぶい黄褐色砂質シルトが混じる 礫を含む
2号溝埋4層 10YR5/1 褐灰色粗砂 礫を多量含む
地 山 10YR6/4 にぶい黄橙色粘土 酸化鉄斑・マンガン斑がしもぶり状に入る
図75 武家屋敷跡第5地点平面図・断面図
Fig。75 Plan and cross section at BK5







番 号 遺 跡 名 種 別 時  代 番 号 遺 跡 名 種 男」 時  代
1 町西遺跡 包含地 弥生 中女寺跡 寺院跡 近世
2 東北大農場
2、 3号畑遺跡
包合地 縄文 丸森遺跡 包含地 縄文
3 上川原遺跡 包含地 縄文晩、弥生
3 町A遺跡 包含地 縄文後、古代 大室院跡 寺院跡 近世
町B遺跡 包含地 縄文後 5 久田遺跡 包含地 縄文





6 鍛冶谷沢町宿駅跡 宿駅跡 近世
鍛冶谷沢町験断跡 験断跡 近世 17 住吉神社跡 神社跡 中世
8・ 9 町C遺跡 包含地 縄文、古代 行蔵院跡 寺院跡
10 観音館跡 城 館 中世 大西館跡 城館 中世
図76 町西遺跡の位置と周辺の遺跡













































































図78 町西遺跡第 1地点調査区全体図・ 基本層序断面図




1層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト 暗褐色砂 。円礫含む




6層 10YR3/2 黒褐色シル ト




10YR3/3 暗褐色シル ト 黄褐色・ 白色粒少量含む
基本層5層に類似する
舌       十 性___+___雪m
図79 町西遺跡第 1地点1号溝・ ビット1実測図




























































































































































































































期 式 騨 咆
7
0             5 cm
4
図81 町西遺跡第 1地点出土遺物




































須籐 隆 1990 「東北地方における弥生文化」F伊東信雄先生追悼考古学古代史論孜』 pp.243～322
宮城県教育委員会 1993 『宮城県遺跡地図』宮城県文化財調査報告書第152集
















































































































Tab 36  Notes on、vooden tablets frona N?15
仙台城二の丸跡第5地点出上の鮭に関する木簡 (原図は誰5文献)
WYooden tablets、vith inscriptions referring to salmons from Nh/15
?
???
人  名 出土区・層位 年 月 日 地 名 品  目
K18区VI-8層 増田村 米四斗五 (升)




忠□郎 K18区Ⅵl-7層 2月20日? 郡山町 /」ヽ 豆?
K18区VI-7層7E   (お柔)
文右衛門 K18区VⅡ-6層 11月 11日 □船村 米四斗五升
松木安兵衛 K18区Vl-6層 平泉 御子籠
高橋喜衛門 K18区ⅥI-5層 元禄4年間8月24日 みそ細大こん百三拾本
小塚沢徳四□
執市 K18区Vl-5層




















































(さけせわた)、 鮭締、鮭氷頭合作 (さけひずのあいつくり)、 内子鮭 (ここもりのさけ)等の
様々な鮭製品が登場する。[奥羽観蹟聞老志』には、鮭の製品として腹揃 (コゴモリ)鮭、乾塩






































































































































































































































































salmon products in 1691, according to
the official record Of Sendai‐han
nd take  in 1691ルaccording to the





















図83 元禄四年『伊達治家記録』にみられる鮭製品  図84 元禄四年『伊達治家記録』にみられる贈
の贈収頻度                    収水産物の種類別割合
Fig 83  Frequency of gift giving and taking of   Fig.84  Histograni of marine products given
1月 2月3月 4月 5月 6月 7月 8月間首9月10月 11月12月
特定の季節に偏ることなく、年間を通じて比較的安定した利用状況にある。ただし,ヒ率の上で
は、鮭の比率が低い1月から4月、 6、 7月に高い比率を占めるため、一見すると鮭と補完関
係にあるかのように見えてしまう。鯛 (初夏～夏)、 鯖 (夏)、 鮎 (夏～秋)、 鰍 (冬)、 鮒 (春










































右衛門屋敷 匹                  史M
図85 桃生郡和淵の鮭子籠仕方御役人衆居所 (「桃生郡和淵村之内武田伊右衛門居屋敷絵図」をもとに作成)
Fig.85  The facility for controhng capture and processing of salmon froni the River I(itakanll














































































































(註3)岩本由輝 1979 『南部鼻曲り鮭』 日本経済評論社
(註4)河ヽ野寺正人 1991 『陸前の漁榜文化と民間信仰』 ヤマト屋書店
(註5)東北大学埋蔵文化財調査委員会 1993 『東北大学埋蔵文化財調査年報』 6
(註6)刻ヽ野やす 1956 「藩政時代の食習」 『宮城縣史』19(民俗I) 195～2 6頁
(註7)前掲 (註7)参照














(註17)平重道編 1979 F伊達治家記録』十五 301頁上段 宝文堂















(註25)『大日本古文書・家わけ第二 。伊達家文書之二』 207、208買所収 六八一号文書
(註26)寛政元 (1789)年の F大成武鑑』による。
(註27)平重道編 19 『伊達治家記録』二 592頁 宝文堂
(註28)寛政元 (1789)年の『大成武鑑』による。
(註29)平重道 1955 「近世 (伊達藩政時代)の塩竃」 『塩竃市史』本編 1 193～511頁
平重道 1958 「仙台藩農政史上の問題」 F仙台藩農政の研究』 109～201買
近世村落研究会
(註30)難波信雄 1983 「仙台藩国産統制機構の成立と機能」 F宮城の研究』第4巻
近世篇 309～353頁
(註31)鯨井千佐登 199o 「交流と藩境」 『交流の日本史』 雄山閣 42～65頁
(註32)宇野脩平編 1955 『陸前唐桑の史料一日本漁村史料―』 常民文化研究第72
62～63頁所収 (陸前唐桑古館屋敷鈴木家文書第八二号文書)
(註33)『大日本古文書・家わけ第二 。伊達家文書十』 105～107買所収 三二〇四号文書




(註38)『宮城縣史』31 史料集Ⅱ 312,313頁所収 (岩沼市南長谷玉崎渡辺家文書)
(註39)例えば、初代藩主政宗は元和4年9月7日、城下の花壇へ赴き広瀬川で鮭5尺を捕獲
している (『伊達治家記録』四 356頁下段)。
(註40)笹川臨風・足立勇 1942 F近世日本食物史』 雄山閣
東北地方では、会津藩 (正月 :鮭子篭)、 仙台藩 (7月:初鮭・二番鮭、11月:子篭鮭、寒
中 :鮭筋子)、 秋田藩 (二月 :子篭鮭、十月 :粕漬鮭、寒中 :塩引鮭)、 盛岡藩 (七月より :
初鮭・二番鮭、冬中 :鮭披。鮭塩引)、 鶴岡藩(正月 :子篭維、二月 :披鮭、八月初鮭、十月 :




OF THE ARCHAEOLOGICAL RESEARCH ON THE CAMPUS OF
TOHOKU UNIVERSITY
vol,7 March 1994
The Commission of Buried Cultural
Properties on Campus,Tohoku University
Katahiracho,Sendai 980 JAPAN
Summary
This is a report of three sites(i.e.,NA/15,BK5 and K訥「1)On the campus of Tohoku
University,excavated by the COHllnission of Buried Cultural Properties on Campus in 1989.
The study of archaeological structures and materials found at N?生5 site excavated in
1985-89 is also reported in this b00k.
NM5 site(Loc.5 of N′,omaFy,i.e.the secOndary citadel of Sendai Castle)
The main citadel of Sendai Castle、vas built in A.D.1600 by ttα吻傷ηι正九4 τD¢,the first
32カ留夕θ Of Sι%】α〉力αη(feudal clan comprising a governmental organization in E,o period)
appoittited by the TOF」G4NAshOgunate.  The secondary citadel of Sendai Castle was
bu』tin A.D.1638 by ra務物22%ι正力47と,,the second冴物力ηノο of Sヮ%あ2ゲーカ窃%on alo、ver terrace
、vhich had been used as the house of〕イ%%御%五カ4TE (the 4th son of〕イ彼磁夕%%ηn4衝DT)。
Theハワ%θttαγ%had practicany been the center Of the government of Sι2冴協ケ‐みz%fOr sOme
250 years until the Mcガケ Restoration.The site area became the TohOku University
campus in 1957 and organized excavations began in 1983.
So far,5 1ocatiOns have been excavated. The excavations at NA/15 produced excenent
results as fol10、vs,
①  Largely six phases, Ia‐lHb, belonging to EEο periOd(1615-1868)and one phase, IV,
belonging to M8ガゲperiOd(1868-1912)are recognized in the archaeological structures found
at Loc.5.
電) The ruins of buildings constructed on foundation stones and garden Of the l a phase
are probably related to theハ「なカケッas力歩々ゲ,resid nce of lγO力α_カウ吻θ(the eldest daughter of
Mtta吻%%ιDレ47近》.The Nisんゲッαdカカゲseems to hava been built in 1620,when r陶協 _ヵヶ%ι
divorced 7bカルタ物Maぬク滋】冤 (the seventh sOn Of跡笏7b力察邸αηα,the first s力ψ %Of E'o
period)and came back tO the正九4TE fanlily. Probably,the l a phase came to an end in
1661,whenンθ力,‐カケタ2ι died.  As the result,、v could knO、v that NM5、vas located at the
inner part of the residence, where the space was used for a private zOne.  We could
estilnate the extension and positiOn of the Nisカケッ預6カカゲby superilnposing the historical
inustrated map of Sendai Castle over the archae010gical structures found by the excava―
tions at the secondary citade1 0f Sendai Castle.
③ The lb phase is inferred to date from 1661 to a pOint duing the Gι%知乃z era
(1688-1704)when the secondary citadel覇ras recOnstruct d on a large scale and enlarged On
the north side of it.  The structures of the l a phase had been rebuilt more than once.
East part Of the ponds had been filled up,and a house、vas constructed On foundation stOnes
there.  The pOnds were、videned tO the sOuth part Of this residence,and a、ve■、vas dug on
the east shOre of the pond area.
④ The Ⅱ phase corresponds tO the time periOd frOm 1688 to 1700。MOst Of the archaeo‐
logical structures belonging to the l b phase exclusive of pOnds On the sOuth part Of this
site、vere filled up by the landfill h7hich cOntained many artifacts such as r00f tiles,、vOOden
implements, and ecofacts.  One Of the wOOden tablets described ``the fourth year Of
Gを%γοカク(1692)''in black ink was excavated frOna the landfill deposited during the Gι%γο力傷
era.  At the IIa phase,a pit and two ditches running froFnヽVeSt to east existed at the north
part of this site. At the IIb phase,nOrth and east parts of this site、vere used as kitchen
gardens fOr a shOrt span of tilne.  The pond On the sOuth part Of this site seems to have
been left as desolated low ground.
⑤  The IH phase can be subdividedinto twO sub‐phases.  The IH phase cOrresponds to the
time periOd frOni the beginning of the 18th century to the■liddle 19th century.  This site
was used as O物,which was the private place Of惧硫οttα t forあαゲ留ノο and his w?es.By
comparing archacO10gical structures belonging to this phase with the histOrical illustra―
tions Of Sendai Castle,it、vas revealed that Loc.5 correspOnds to the area sandwiched in
between the nOrth line of O々筋and the mOat delin?ting the nOrth side Ofハ1,%ο%α″%。  Many
post―holes and ditches were detected, superimpOsed in plan, at the center Of this site.
Features 10cated at the east side of a gate seem tO have been the benches used by
attendants.  PrObably,a rOad existed between the ditches running from west to east.  The
area north Of the rOad、vas used as Babα(a riding ground). lヽre cOuld know that structures
such as ditches,fences,benches and so On had been rebuilt rnOre than once.
⑥ AttheIV Phase,this site was used by the lmperial Army.恥re could discOver several
features such as structural Femains of buildings, lavatories with laid wOOden bOxes, the
、ven of brick cOnstruction,ditches lined with stOnes,covered conduits and garbage pits.
⑦ Though many and various remains were found from the landfin deposited dunng
theCιη%ο乃クera,finds dating back tO the pre―Gι%%θ力傷era we  few.
③  As fOr pOrcelains and glazed cera■lics,Ass mblages of good quantyヽvere excav ted
fronュthe landfill deposited during the Gο%知乃%era.  Pit 3 belongs tO the IHa phase,pit l
and 2 belong tO the lv phase.  The investigatiOn of glazed cera■lics frona N?生5 and the
sites of kllns at Nanlie tOM′n(FukushiFna prefecture),indicate that OhbOri―sOuma ware had
been initiated during the Cι%%θ々クera(1688‐1704), as the traditiOn handed dOwn locany.
Furthermore,studies of OhbOri‐sOuma ware from Other consumptiOn siter indicate that
Ohbori‐sOuma ware began tO penetrate the market in Sendai dOmain as、ve■asin SOuma
domain in the first half of the 18th century.
⑨ Most of unglazed ceramics frOm NM5 are dish shaped.The investigatiOn of good
assemblages Of unglazed ceramics sho、vs that dishes ad three types in sizeo  Salt baking
pOtS(Caned ンセ′ιλカカ_ぬ劣ιθ)of glass shape and stamped obhque grids、ver  prObably made
ln Sendaェomain.
⑩  Many rOOftiles frOm NM5 belong tO various pettOds(the begi?ng of the 17th century
‐the middle 19th century)。  ヽヽre tried tO trace the changes of designs stamped on end pieces
of eaves tiles excavated from Sendai castle.
① Most of wooden artifacts and lacquerwares were fOund from the landfin used to fin up
ponds during the Gι%%ο々%era.  They、vere preserved in relatively goOd condition duc to
the near‐cOnstant saturation of the sOil.  A/10st Of the plain chOpsticks seeni tO be used at
social dinners.  Among the 、vooden ar ifacts, wooden tablets are the mOst interesting.
Three wOOden tablets cOncerning salmons had referred the names of persOns and places in
addition tO kinds of f00ds made Of salrnons.  In Sendai dOmain,sallnOns were one of the
most important gifts and fOOdstuffs cOntroned by gOverment of feudal clan.  Through the
study of the 、vOOden tablets frOm NM5 and the official records of Sι%冴2ゲ‐力α%, it w s
revealed that laws,facilities and government services to supply early salmons and food…
stuffs inade of thenl cOntinued fOr a 10ng tirne in Sι%所2ゲ_力協%.
⑫ Metalimplements from NM5 consist of copper andiron coins,smoking pipes,nails and
so on, ?Tiscenaneous utensils from N? 15 such as stone body warmers,a fire stone and so
on give us clues to reconstructing life at Sendai castle concretely.  A1l of glass and leather
products belong to the M8リゲperiod and after.
BK5 site C.e.,Loc.5 of sattvraF residence area at north part of NttOttary)
The research point is located at the area where residences of sα夕%劣拓αケhad been built.
There found one ditch running from east to、vest,and another ne、vas destroyed by he
other.  No artifacts、vere found frona the ditches,but they are considered to belong to E湧o
period according to stratigraphic evidence.
KWl site(i.e。,Loc.l of Machi‐nishi stte at Kawatれ三,Naruko town,Miyagi prefectばe)
The research point is located near the entrance to he rrohoku l」niv rsi y farnl, n a iver
terrace.  There found one ditch belonging to or after modern times and 10 pits whose dates














Features of Loc 10 at Nh15
6 L-9区 I期段差 (西から)
10区 L-15～17区II b期畑跡 (北から)
L-15～17区東壁セクション (西から)
12区 西壁セクション 12・13号池 (東から)
4_12区全景 I期相当 (北から) 5 ■区 Шb期38号溝 (北から)
図版2 二の丸跡第5地点10区・12区。11区遺構
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■  Ⅲ    ■||ィliflili
7 5区 西壁セクション (東から)
図版3 二の丸跡第5地点 1区・ 2区・ 5区遺構
Pl.3  Features of Loc l,2 and 5 at Nrv笙5
機 燥 ,






P1 4  POrcelains from卜IW15
351
図版5 二の丸跡第5地点出土磁器②・陶器(1)
P1 5 Porcelains and glazed ceranlics from NM5
図版6 二の丸跡第5地点出土陶器(2)
Pl.6 Glazed ceranlicsifrom NA/15





















図版8 二の丸跡第5地点出土土器(1)。金属製品  き墓 :蓬馨
品























Pl 12 Rooftiles from NM駅4)
S=1:2




4 タケ亜科 (ネザサ節など) 試料Nαユ
―   1霧











図版13 二の丸跡第5地点V層検出プラント・オパール       400倍
Pl 13  Plant opal from layer rヽ at NW15
191
腹足綱:1 アカニシ 2 クロアヮビ 3 オオタニシ  斧足綱6 ハマグリ 7 イガイ 8 ニッヨウガイ科 9 フネガイ科
硬骨魚綱 :10～17 マダイ [10a 現生前頭骨 10b 前頭骨(L)
1l b 角舌骨・上舌骨(R)12a 現生尾舌骨 12b 尾舌骨 13a
13b o C 前上顎骨(R)14a 現生歯骨(R)14b・C 歯骨(R)
16 腹椎 17 尾椎]
:4 ヤマトシジミ 5 アサリ
■a 現生角舌骨(R)
現生前上顎骨(R)
15a 現生第一椎骨 15b 第一椎骨
図版14 二の丸跡第5地点出土貝類・魚類 (1～9 s=2:3、10～17 S=1:2)
Pl 14  ふ涎ollusca and Pisces from Nふ江5






‐??? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
‐??
‐‐ ? ‐‐ ?
?
?
12a      12b




傾骨魚綱 :1。2 マグロ属(尾椎)3・4 スズキ [35 アイナメ (腹椎) 6 カレイ科 (尾椎)
鳥類:7 キジ科 [中手骨 (R 完形)] 8 チドリ科9 カモBタイプ [艇骨 (L 遠位端)]
10～14 ニフトリ [10a 現生大腿骨(L)10b 大腿骨
1l b 大腿骨 (R 完形) 12a 現生胚骨(L)12b・
13b 胚骨 (R 骨幹部) 14a 現生中足骨(R)14b
哺▼L類:15 クマネズミ属 下顎骨(L)
図版15 二の丸跡第 5地点出土魚類 。鳥類・哺乳類 (
腹椎 4 下尾軸骨]
[中手骨 (L 近位端)]










Pl.16 Features Of BK5
1 全景 (東から)
2  ピット3・ 4。6～10(南から)
図版17 町西遺跡第 1地点全景・遺構
Pl.17 View and features of KWVl
1.ピット10セクション (北東から) 1号溝 (南から)
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